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研究成果の概要（和文）：本研究課題は，病棟の音環境に関する問題点や病棟での取り組み，望ましい病棟の音
環境のあり方を検討することにより，快適な音環境づくりに貢献し得る情報を提示することであった．研究結果
から，多くの病棟では騒音は酷くはないものの，快適とまではいえない音環境が多いと推測された．また，職員
が対策を講じて実践し，その有効性が感じられているものが複数みられた．しかし，病棟の設備や機器の性質の
問題もあり，簡単には改善出来ない部分が多い．病棟の音環境をより快適なものにするには，病棟や病院全体と
しての音環境に対する職員への意識づけや教育を行っていくことが，今後重要な策の一つになると考えられた．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to present information contributing to 
improvement of sound environment in hospital wards by identifying the problems and revealing the 
thoughts and approaches of staff workers for comfortable sound environment. As a result, the sound 
environment of many wards seemed to require improvement although the noise tended to be not so 
serious. In several cases, staff workers invented solutions of problems and confirmed their 
effectiveness through practice. However, they had difficulty with finding solutions for noises and 
other problems related to the building and equipment. Among measurer for improving sound environment
 of hospital wards, it will be important to draw attention and educate staff workers about their 
sound environment.

研究分野： 音楽心理学
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１．研究開始当初の背景 
 病棟は様々な音が発生する場所であり，こ
れまで多くの病室やナースステーション，外
来待合室などで騒音レベルが測定されてい
る．しかし，多くの場合，夜間以外では 60dB
を越えていることが多く，環境基準の屋内指
針値を上回っていることが指摘されている．
病棟で発生する騒音に関しては，病棟建築プ
ランの影響が大きい．そのため，病棟内での
不快感の低減，快適さの向上を考えるには，
病棟の音環境を考慮に入れた建設計画が必
要となり，病室やナースステーション，エレ
ベーターの位置だけでなく，天井や壁面，床
の内装など多くの点をあらかじめ考える必
要がある．しかし現実的には，病棟での音環
境を改善するには，騒音の発生を出来るだけ
低減することが第一に考えられ，騒音の低減
に対する様々な取り組みや提案がなされて
いる． 
さらに，病棟で発生する騒音への取り組み

には，音楽をバックグラウンド・ミュージッ
ク（BGM）として流し，騒音をマスキングす
ることも挙げられている．また，騒音への患
者の意識（注意）を低下させるだけでなく，
患者の不安や恐怖，痛みを音楽により低減さ
せることも報告されている．我々の研究や多
くの研究により，実際，音楽は聴き手の気分，
感情を直接的に変化させる効果があること
が示されており，音楽療法としても活用され
ている．このように，病棟内での騒音対策や
患者の気持ちの安定に効果的に作用する一
つの方策としては，音楽を BGM として取り入
れることが考えられる．また，自然環境音の
使用によって，騒音による不快感を低減出来
ることについても，これまでの我々の研究で
明らかになっている．しかし，不快感の低減
に対して有効な音（または音楽）があること
は示されてきたが，実際の病棟ではどのよう
な音環境であることが望ましいかは明らか
ではない． 

 
２．研究の目的 
 本研究課題では，まず病棟の音環境として
今現在の問題点や取り組みを探索的に幅広
く調べ，さらに，望ましい病棟の音環境を段
階的に検討することとした．多くの病棟で共
通して生じる騒音源，それに対する有効な対
策，望ましい音環境に関する要素を明らかに
することにより，病棟に対して快適な音環境
づくりに貢献し得る情報を提示することを
目的とした． 
 
３．研究の方法 
 病棟の騒音に関する基礎的なデータを得
るため，予備調査を行った．予備調査では，
A 県内の全病院に対して調査依頼を行い，各
病棟の看護師長に回答を求めた．調査内容に
関しては，病棟の音環境に関して職員または
患者が困っていると考えられること，騒音に
対する病棟での取り組み，病棟の望ましい音

環境のあり方についてであり，自由記述法を
用いた質問紙調査を行った． 
 予備調査の結果を踏まえ，本調査を開始し
た．本調査では，A 県内の全病院の看護師長
を対象とし，病棟で発生する騒音への主観的
評価，騒音への対策に関する有効性の評価，
音環境の望ましさに関する各要素の重要性
への評価について，リッカート尺度及び自由
記述法を用いた質問紙調査を実施した．  
 
４．研究成果 
(1) 予備調査 
A県内の131病院へ調査依頼を行ったところ，
43 病院から協力が得られた． 200 名の看護
師長に質問紙への記入を依頼し，111 名から
回答が得られた． 
病棟の音環境に関して患者が困っていると
思われることについては，ワゴンや医療機器
のアラーム音，テレビの音，職員の話し声や
足音，他の患者が発生させる音や睡眠時のい
びき等が挙げられた．職員が困っていること
については，医療機器のアラーム音，ワゴン
や医療機器の搬送音，スタッフの話し声，患
者が発生させるいびきや様々な音の他，音に
関する患者のプライバシーへの懸念が挙げ
られていた． 
病棟として取り組んでいることとしては，
スタッフの話し声や足音の大きさを意識し
たり，アラーム音には出来るだけ早く対応し
たりしていることが報告されていた．その他，
テレビを視聴する際には患者にイヤホンの
使用を促したり，患者の転室を行ったり， 
BGM を流したりしていることが挙げられた． 
病棟の望ましい音環境としては，患者のプ
ライバシーが守られる環境や特に夜間にお
いて静かな環境が挙げられていた．その他，
BGM が流れる環境や静かすぎない環境も挙げ
られていた． 
病棟の音環境の問題に関しては，病室及び
ナースステーションの構造，病棟の老朽化や
患者の症状によって生じている問題であっ
たり，職員に聞こえることが必要な音であっ
たりするものが回答の多数を占めていた．そ
のため，多くの問題は病棟の職員のみで解決
することがかなり困難であると考えられた．
しかし，一部の病棟では，音環境については，
あまり問題が生じていないという回答もみ
られた． 
以上から，これまで個々の研究で提示され
てきた病棟での騒音源や騒音への対策以外
に，複数の騒音源や対策が挙げられ，音環境
の望ましさに対して重要と考えられる要素
も提示された（松本， in prep）． 
(2) 本調査 
 A 県内の 130 病院に調査を依頼し，48 病院
から協力が得られた．187 名の看護師長に質
問紙への記入を依頼し，109 名から回答が得
られた． 
 病棟の音環境については，やや困っており，
音環境はやや良くないと評価されていた．時



間帯別では，日中のみ，ややうるさく，やや
不快に感じられていた．病棟で聞こえる音に
ついては，職員の話し声はよく聞こえ，やや
うるさく，やや不快に感じられていた． 
音に対する対策については，テレビやラジ

オを視聴する際のイヤホンやヘッドフォン
の利用，病室以外での面会の依頼，病室のド
アの開閉を静かに行ったり，出来るだけ病室
のドアを閉めておいたりすることや，職員が
静かに歩くようにしたり，大声で話すことや
私語を慎んだりするといった行動が効果的
と評価されていた． 
望ましい音環境としては，静かさだけでは

なく，会話の声を含む多少の音，不快感の少
ないモニタ音やアラーム音，ナースコールの
音の他，壁や天井，床等の防音設備が重要と
捉えられていた．加えて，音に対する患者の
プライバシーの確保，さらに，騒音に対する
職員の意識や教育も非常に重要と考えられ
ていた（松本， in prep）． 
以上の調査結果から，多くの病棟では騒音

は酷くはないものの，快適とまではいえない
音環境が多いと推測された．また，職員が対
策を講じて実践し，その有効性が感じられて
いるものが複数みられた．しかし，病棟の設
備や機器の性質の問題もあり，簡単には改善
出来ない部分が多い．病棟の音環境をより快
適なものにするには，病棟や病院全体として
の音環境に対する職員への意識づけや教育
を行っていくことが，今後重要な策の一つに
なると考えられた． 
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